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はじめに

ナダレは北海道の山登りに限らず、千差万別といえる山の事故の中で、最大の犠牲を登山者にもたら

すものであり、したがって私達の最も重要な研究テーマと言えるであろう。

昭和１８年、入学して初めて参加した北大山岳部の十勝岳スキー合宿において、私は奇しくも山岳部

最初のアクシデントに遭った。それは合宿最終日の１２月２７日、上ホロカメットクから尾根伝いに化

物岩へと下降中の部員が底ナダレに巻き込まれ、一瞬そのうち２名が生命を失うという事件であった。

これは北海道登山史上最初の「山の死」である。ついで１年を置いて昭和１５年１月５日、あの怖るべ

き、私にとって生涯忘れることのできない日高コイカクシュサツナイのナダレの事故が起った。私の兄

（有馬洋）をリーダーとする８名が国境稜線に発生したと思われる新雪ナダレによって、まさしく氷の

華と化したのであった。

北大山岳部は創立後ほぼ５０年になるが、上記の二つのあい次ぐナダレの他に、約十数年を経た昭和

４０年３月中旬の札内川十の沢大ナダレは特記されるべきものであろう。それは札内川上流の国境稜線

に夜半発生し、はるか下流までブロックをなして沢をうめつくし、雪洞で就寝中の沢田パーティを一挙

に圧死させた。

このような大きなナダレは圧倒的な力をもって登山者を死に追いやるが、そうした冬山に限らず、も

っと身近にその危険は迫っているのである。例えば日常私達が行く札幌近郊の山々でも、あるいはスキ

ー場の斜面ですらナダレは起って居り、尊い犠牲者は絶えない。私達は、このよう友ナダレの犠牲を今

後出さないように、昔経験した出来事から謙虚に学び､童たこれを防ぐための新しい知識と技術を修得

していかなければならない。

昨年暮に部の若い人達力､自主的にナダレ研究のサークルを作り、専門的にナダレの研究に従事して

おられる若林隆三博士の指導の下に研讃に励んでいることは大変よろこばしく思われる。同氏と部の若

い人達が書いたこのナダレ研究の手引きともいうべき冊子が、部内に限らず、冬山を目指すできるだけ

多くの方Arに親しまれ、ナダレ遭難防止の実際に役立つことを願ってやまない。

１９７５年２月

北大山岳部部長

有馬純



ま え がき

山女はまたナダレの季節をむかえた。無心に舞う雪が、私のナダレ研究へのファイトをかきたてる。

同時に、雪塊の中に東て果てた幾多の若人の、悲しい記憶がよみがえってくる。

北海道の山々をメインステージとして数点の輝かしい成果をほこる北大山岳部は、その裏返しとして

ナダレ遭難の〃伝統〃をも持ちあわせている。その部員諸君力､今回ナダレ適難をま正面からとりあげ

て研究会を行ないたい、と私の協力を要請してこられた。

この小冊子は、私を囲んで二ケ月にわたって行なわれた研究会のレポートである。その対象とする地

域は北海道にしぼったが、山岳地のナダレ研究の貧弱さを反映して、ここではあらけずり友ポイントを

示すだけにせざるをえなかった点が多い。

しかし、ともかくも北大山岳部員諸君の真しな叫びを、山とスキーを愛する読者はこのレポートに読

みとって下さることと期待している。これを一つのバネとして､実践的な〃山学的伝統〃が､豊かに北の

地にみのっていくことを祈る次第である。
１９７４年１２月

若林隆

第二版にあたって

この冊子の初版をテキストとして、ナダレの話をし、札幌近郊の雪の中で実地演習をしはじめてから、

早くも二ケ月が過ぎた。この時の流れの中で、北大山岳部員諸君と私は、初版の中で触れられていない

こと、云い足りなかったことをしばしば思いかえしていた。私についていえば、しっかりとしたナダレ

の理論を公にして、山を愛する人右の混乱をいささかでも防ぎたい、という不遜ともいうべき欲求が胸

の内に拡がってきたのである。

そして再び深夜や明け方まで、若い山男たちとナダレについて議論を進めながら改稿の作業をすすめ

てきた。

い戎雪の舞いを外にみながら、私どもは非常に良い仕事に一区切りをつけたような充実感にひたって

いる。この冊子を多くの方々が読んで下さって、私どもの意図するところを雪山で生かして下さるよう

願っている。

１９７５年２月１２日

若林隆
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Ｉナダレを考える

ナダレは、斜面の雪が崩れ落ちる単純な現象である。ただ、登山者やスキーヤーはナダレ研究者では

ない。短時間、雪の上を歩いてナダレについて判断できる事柄は、非常に少ない。積雪の構造と運動に

理解のない人にとって、ナダレはいつまでも「非常に複雑な現象」にとどまってしまう。

しかし、ナダレの仕組みを理解し、そして大自然の中でナダレを読みとるコツを覚えたとき、冬山登

山や山スキーは非常に楽しいものになっていくであろう。

この章では筆者（若林）が、北海道の積雪期のナダレをどう大自然の中に読むべきか、その理論と．

ツをまとめてみた。

１．積雪の縮みと移動

谷から尾根までを無限に大きなシーツのようにおおう積雪は、いつも目に見えない速度で動いている。

ブロックになったとき、無限の粒女になったとき、目に見えたとき、それがナダレだ。

なぜ積雪は動くのか。９割程が空気で、あとは氷でできている降りたての雪は、雪粒同志の接触点が

多いほど、また雪の融点０℃に近づくほど、粒同志を結ぶ氷の柱がヒョータン型に発達していく（焼結

という付着現象）。当然それにつれて雪の中の空気は追い出されていき、雪は縮んで硬くなっていく。

もちろん、仲間の重みに耐えかねて隙間をつぶしていく雪粒もある（圧密という重力現象）。

こうして積雪は縮み、雪がし玄るのである。

斜面の雪は、斜めの柱が縮んでいくときのように、斜面下方の谷・小沢・巨岩・大木等と、すぐ真下

の地面、の両方に支えられて縮んでいく。そのとき、焼結という付着現象が支配的な暖かい雪は斜め下

に動きやすく、圧密という重力現象が支配的な冷たい雪は真下の方に動きやすい。

柔かい雪のうちはぐっと縮むけれど、それだけ変形能力は高く粘りがある。縮んで硬雪となると少し

ずつしか縮まないし、もろくなる。
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図：積雪の縮みにともなう雪粒の移動。ただし、実際には少し動き方の異なる隣接雪部分の影響をうけ

て、直線的に移動せず蛇行する。
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図から以下の一般的傾向がいえる。

（１）稜線に近い地点の新雪ほど斜めに大きく動く。もしもそこに大凪の吹きだまり雪があったら、い

っそうナダレの危険性は大きい。

②平地で雪が大きくしまっていくとき、斜面の雪の谷方向への流速は大きくなり、積雪のバランス

はくずれやすくなる。

(3)同じ斜面でも無風のときに積もった雪は、急なところほど斜め横に雪粒が移動するので、量は同

じでも深い（ただし、雪粒が自然落下しない傾斜内）。

２，ナダレ誕生にいたるまて

さて、自然斜面の積雪はモデルのように単純ではない。積雪底面の谷方向への収縮移動をみても、北

陸のように１日にlOc77z以上流動する温暖な積雪と、北海道北部の天塩山地のように１日に８mmくらい

しか動かない寒冷な穣雪とがある（傾斜３０匙４０。)。前者はよく縮み粘りがあり、後者はほとんど縮

まず固体的性質が強くもろい。

一地点の積雪は、底の方で地温の影響が強く０℃近い雪温だが、表面は気温に近い雪温を示す。しか

し各雪層の熱伝導率は非常に異なるので、雪面から数十℃7mまでの雪の中にはしばしば天塩的冷雪と北陸

的温暖雪とが近接して共存している。

前にも図示したように各雪部分の流動の仕 気 温
一 一一 一

方は、基本的には雪の硬さと流速０地点との 低 変高

目 化目

位置関係によってきめられる。各雪部分の流 続 激続

く しく

速に強く影響する条件を次頁に表示しておく。

積雪自体がひとつながりの集合体であるた

めに、ある雪部分は上下左右前後の雪部分の

不斉一な流動方向と流速とに影響されて､た蕊
えず細かい伸縮とねじりを繰り返しながら、

雪面Ａ

雪面Ｂ

地面

低みへと縮んでいく。縮みの限界にきた硬い
雪温一℃０℃

雪は隆起して小波のようなしわをつくる。上

から見ても、横から見ても、楽器のアコーディオンの蛇腹や尺取虫のヒダのような伸縮とひねりをとも

なった動きが、積雪内部の随所で展開されている。

別なの雪ブロックであるならば、全然違った流動の方向とスピードを示すはずだが、交互に、こうし

た調整運動を行なうことによって積雪はなじみ、一つの集合体として挙動する。

二つの雪部分の間に、「伸一縮」、「ねじり一ねじりもどし」の繰返しがうまくいかないのは、次の

三つの場合である。

－ ２ －
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（１）流速が大きく違う

たとえば、斜面上方で大木に乗りあげる上方の雪（スピード＝０）と、それにかからない横

や下隣りの雪（はるか下の沢を基点として、高速で収縮移動）

②流動方向が大きく違う

たとえば陵線などの地形急変点

（３）二層の間に、キレツの入りやすい弱層がはさまっている場合

このような場合雪粒の結合部がちぎれ、積雪内部に小さなキレツが生じていく。キレツは弱層

（複数の場合が大半）を幹とした樹枝状の断面を示すであろう。そして弱層中のキレツの斑点は次

第にその数や広がりを増し、上部の雪の動きは力唾されていく。

そして、まだキレツが生じていない部分や、決定的に流動の方向やスピードの違う部分（すなわ

ち、地形急変点、稜線直~Ｒ樹木周辺、雪じわ隆起部など）に大きな力が加わり、破断は決定的瞬

間をむかえる。

各雪部分の谷方向への流速に強く影響する条件

条 件 高速流動 低速’流動

その上に多量の新雪が あ る 体重も一因 ない

山側の雪内部にキレツが ある
スキーも

一因
ない

傾斜 急 緩

積雪底面移動に対する抵抗 小

プ
ラ
ス
宛
孟
騨

ササ

長い草

低木

大 土

その上下に弱層がたくさん ある ない

下方の流速０地点から 離れている 稜線直下 近い
沢大木

巨岩付近

雪温が融点０℃に 近い ほど遠い

雪 質 軟 硬

雪温０℃で含水率 大 水みち付近 小

すぐ下に水の通りにくい層 ある
力』たしまり

雪層氷板
なし



かくして、一つの積雪ブロックは斜面積雪からはがれ落ち、下方の積雪にのりあげるようにしてナダ

レる。一つの小ナダレの誕生に多くの弱層が関係していればいるほど、ナダレがナダレを呼び､.大ナタ・

レヘと発展していく。

この発生過程を浅い新雪ナダレは短時間のうちに行い、春の全層ナダレはひと冬かけて行なう。

3．ナダレをつくる弱層

（１）弱層と雪粒

一般に柱状や球状など単純な外形をしていて粒が大きくしかもそろっている雪粒は、接触点数と接触

面積が小さく、焼結が進行しにくい。その結果、結合部がちぎれやすい。アラレ、氷滴、ザラメユキな

どの層。

②新雪の中の弱層

「雪は天からの手紙である」（中谷宇吉郎博士）。刻点と変る上空の気象条件を反映して、’回のド

カ雪の中にも数ミリ単位の厚さでし童りにくい雪粒の層が複数入っている。これらドカ雪の中の相対的

な弱層が新雪表層ナダレを主につくる。

なお一旦発生した新雪ナダレは、崩落発達していく過程で硬雪上の軟雪をさらっていく。硬雪の表面

はナダレの摩擦熱で三旦とけてから複氷（再び凍ること）してテカテカの滑り跡面を呈す。

したがって一番上方にあるナダレ発生地点の弱層を調べずに「新雪が旧雪になじまずナタ･した」と力､

「氷板の上を新雪が滑ってナダレた」と表現するのは、甚だ一面的である。

旧雪内部の弱層の部分的破断による流速増加が、新雪表層ナダレの発生に手を貸し、しかもそうして

発生した新雪表層ナダレが旧雪ナダレを連鎖的に引き起こして、大ナダレに発展する例は多い。

③シモザラメ、コシモザラメ、表面霜

前二者は六角ツリガネ状および六角柱状の結晶。上方の雪粒（低温）と下方の雪粒（高温）の混庶善

が大きいとき、下の雪粒が水蒸気となり、上の雪粒の一点にぶらさがる形で凝結して発達する。一点で

ぶらさがる形なので、横方向に引張られると上の雪粒との接触点が簡単にちぎれる。

①地温０℃以上

②雪が深くないとき

③低気温の続くところ

④空隙の多いザラメユキの層

⑤雪温の日変化の少ない深い層

に好んで発達する。北海道の低地や、初冬の高山のナダレ発生には、シモザラメが関係している場合が

多い。

シモザラメ同様に弱い表面霜（ＳｕｒｆａｃｅＨｏａｒ）は、好天、寒冷、無風の内陸性地域において日

陰の積雪表面上に発達する（スイスアルプスのナダレづくりの主役）。

－４－



（4Jサンクラスト付近のザラメユキ

直射日光の強い斜面では、積雪表面のザラメユキ内部に、熱線によるささくれだった穴ができる。表

面はその後、うすく凍ってクラストしても、その付近には空隙が多くてちぎれやすいザラメユキの層が

できる。

4．北海道の冬ナダレ三態

（１）全届ナダレ

熱の気温

窪漂

蕊

好天が蒜いたときの
Ｋ1月

一旦できあがった弱層は弱くなることはあっても、強くなることはない。水を含むと一層弱くなる。

図Ｄような全層ナダレは、北海道の初冬の高山または厳冬期の丘陵山地の南斜面によく発生する。天塩

山地での観測によれば、最高気温が－５℃以上の日かまたはその翌日に発生する傾向がある。上ホロカメ

ットク適離では最上層だけのナダレが引き金となり、隣接する斜面でこの種の全層ナダレを引き起こし

た。

いわばボールベアリングを間にはさんで、ヒピの入った硬くて薄いもちを何枚か重ねたようなもの。

ボールベアリングに水油が入れば簡単にナダレる。デブリは角ばったブロックとなる。

（２）硬い風成雪のナダレ

風成雪のすぐ下の層に軟雪の層がある場合は、軟雪は変形能力が高いので、硬い風成雪とも意外によ

くなじむ。しかし上の硬い雪と下の軟雪との間に弱層をはさむと、積雪の調整運動の中で硬雪と軟雪の

流速の差が生じ、ナダレが発生しやすくなる。

すなわち、戎づ弱層のどこかに顕微鏡でしか見えないようなキレツが入る。キレツの進行につれて、

低速の硬雪から束縛をとかれゆく軟雪は、本来の高速性をとり戻し、まだキレツの入っていない弱層部

あるいは部分的に弱層を欠いたところを通して、変形能力の低い硬雪に大きな力を加える。こうして次

－５ －



第にもろい硬雪内部に小さな破壊が進行していくのであろう。

「現在、気温はマイナス、アイゼン快調」でも、その硬雪の下には、異常暖気下に降った軟雪が一部

ザラメユキ化して残っている。さらに暖気の影響がようやく深層に達し、深層部での流速が増している。

こんなとき、どの種の風成雪ナダレの危険は目前に迫っている（上ホロカメットク遭難時の表層ナダレ)。

（３）新雪表層ナダレ

寒冷・多雪・悪天候の続く地域（たとえばニセコ周辺や深名線沿線）では、最下層に圧密が進行し、

雪温も融点近く恒常的に保たれるので焼結も進行する。最下層は丈夫な雪となり、春まで全層ナダレは

発生しない。

その半面、新雪表層ナダレは頻発する。新雪中に相対的弱層の数が比較的多いときに、上部弱層の小

崩壊力、階段状に連鎖的に下部弱層の崩壊をまき起こしてゆき、末広がりの「点発生ナダレ」といわれ

る外形を呈する。

相対的弱層の数が少ないときには、比較的面積の大きい積雪部分の動きによってしか弱層が破断され

ないので、大ブロックが斜面積雪から一挙にはがれおちる「面発生ナダレ」の形をとる。

どちらのナダレにしてもドカ雪の最中または直後には、相対的弱層が谷方向に大きく動きやすい新雪

の中に、多かれ少なかれ存在するので、気温の高低とは無関係に発生する。

S・ナダレの発達と運動形態

大きい山では、ナダレはどのように発達するのだろうか。

筆者は過去十年間、多数の新鮮なナダレ跡に踏みこんでいる。面発生ナダレの上部の破断部を丁寧に

調べていると、.どのナダレ跡もほとんど例外なくといってよいくらい、すべり跡面が階段状（不連続）

になっている部分がみられた。水分を含んだナダレの場合でも、デブリはグシャグシャに潰れてし室っ

ている力､発生地点の一部には階段状破断面の痕跡がみとめられる。

このように、ひとつのナダレ発生には複数の弱層が関係しているのが普通であり、またナタ･レが一旦

発生した場合、簡単に連鎖的に発達しやすいものである。

ほぼ平滑友開平斜面では、上方からのナダレによって下のナダレが引き起こされた跡、横のナダレに

よって別の深さからナダレが発生した跡が多い｡沢型の斜面では、斜め横からきたナダレに脚もとを抜

かれて、ナダレ落ちる型が多い。

軽いナダレ雪は、急斜面が長く続いて勢いづくと空気をそＯ中にとり込み、煙型と呼ばれる運動形態

をとる。人工ナダレの映画を見ると、たんなる砂煙のような雪煙ではなく、その進行途中で一寸した地

形的障害にあたっては爆発を繰り返す運動体である。

羊蹄山滝の沢の大ナダレ跡では、蛇行したガリーに沿って頂上からナダレの主力部分が流れ、頂上か

ら高度差にして１，４００ｍ下のナダレ末端でデブリの厚さは４ｍであった｡そして大量の土石と樹木片が

デブリの中に含まれていた。

－６－



ところが、煙型のナダレ部分では、ガリーの屈曲部で約５０ｍ上方の台地にのりあげて、大量の大木

を吹きとばした。しかしその通過跡にデブリの雪の量は非常に少なく、土もほとんど含まれていなかっ

た。

高山の大ナダレは、この例のように大量のデブリを沢に沿ってもたらす低速のナダレ雪主力部分と、

高速で直進性が強く爆発による破壊を示す先行部分とにわかれるのが普通である。

６．ナダレの危険をこう見よう.ノ

ナダレの原因は全く自然的なものかというとそうではなく、人為的なナダレで災禍を招いた例が多く

ある。スイスのナダレ遭難の原因の９０％以上は人為的なものと報告されている。日本とは状況が違う

ので単純には比較できないカミ北海道のナダレ遭難で人為的と思われるものが相当数ある(第Ⅱ章参照)。

このようなナダレは、自然条件が熟してきた時に人為的な刺激が加えられて発生する。この場合自然

下でもナダレは発生する可能性が強いが、人為的刺激のひと押しによってナダレ発生は決定的に早めら

れる。また一度ナダレが発生した所では、その自然状況が持続する限り二次ナダレの危険性が続く。

人為的なナダレとして最も警戒しなければならないのは、吹きだまり斜面のトラバースである。スキ

ーは危険地帯を短時間のうちに通過できるという利点をもつが、トラバースの時はスキーヤーの体重に

加えて雪面を線状に切るので、積雪が不安定な時にはナダレやすい。

人数が多いほど、また密集しているほど危険なのは言う童でもない。たとえ登山者の少し上方からナ

ダレが押しよせてきたように見えても、ほとんどは人の重みによってその斜面全体の雪のバランスを乱

した結果である。さらに転倒もナダレのきっかけになることもあるので危険地帯では慎重に行動しなけ

ればならない。

可、１回

次に、ナダレが発生しやすい自然条件をのべる。

－７－
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（１）暴風雪

統計的にも強風、降雪下でのナダレ事故が目立って多く発生している。短時間に大量の降雪は表層ナ

ダレ発生のための第一条件である。そのほかに、風のために雪が不均等に蔵もり不安定な状態になるこ

と、強風下の風の息によって雪がくずれやすくなることもあげられる。さらに後述するように、風が樹

木に作用して間接的にナダレの原因となることも多い。

② 気 温

気温と雪温は分けて考えなければならない。もちろん雪温は気温と密接な関係にあるが、雪は赤外線

を主〈吸収するので、気温が低くても晴れていれば、日のあたる斜面では雪温は上昇する。

全般に雪温が高くなると雪は流動しやすい。特に雪温が０℃の時は雪粒はとける上に雪が水を含み、

せん断抵抗力が弱くなるので、ナダレやすく友る。降雨の場合も同様である。気温が最高の時より数時

間～２日遅れて深い雪届の温度は最高になるので、気温が下がってもすぐには安心できない。

しかし、長時間で見た時、０℃以下の範囲での気温上昇においては新雪の焼結（網の目状に結合して

ゆく現象）が進み、点発生新雪ナダレの危険は小さくなる。また気温がプラスの時には、ナダレる所は

ナダレてし室い、新雪が供給されない限り安全な場合が多い。

（３）樹木

スキー登高に不適当なプッシュだらけの森林帯は別として、疎林帯（たとえば樹林限界近くのダケカ

ンバ林）では注意を要する。積雪は、目にははっきり見えないが刻均と低みへ動いている。しかし大き

な木があると、木と木を結ぶ線上近くにクラックが生じる。積雪のスムーズな流動が樹幹の抵抗によっ

て乱され、見た目には一様な雪面であっても要注意。

強風下の木の振動さえもナダレのきっかけとなりうる。ドカ雪の最中や降りやんだ直後に、強風や日

射によって樹上や岩鼻の雪の塊が落ち、これが原因で新雪表層ナダレとなることは非常に多い。

（４）地表面

地表面のようすは、積雪流動の際に底面抵抗に影響する。一般に、土、はい松、ササ、平滑な岩、の

順で後者ほどすべりやすい。裸地では土と積雪が凍結しているので全層ナダレは起きにくい力、気温が

上がると土中に融水が流れ込み土の強度が弱まって、むしろ土の崩れからナダレが発生することがある。

火山灰、とくにロームは表面に氷板をつくりやすく、氷板の上の雪は暖い時に雨水や雪解け水をたっぷ

り含んで、非常に不安定になる。

玄た、ナダレが頻繁に起こる沢筋ではデブリが長い間残り、植物の成長を妨げるので、草つきの斜面

か草も生えない岩の斜面になってしまう。あるいは、ナダレによって運ばれた木のおかげで、滝が登り

やすくなったり、カールボーデンなどで薪が得やすくなる。したがって、無積雪期にも危険地帯の目安

をつけることができる。

（５）雪庇

雪庇の崩落が原因でナダレが発生することは定説のようになっている。暴風雪によって急激に発達し

－８－
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た雪庇は、簡単に崩れやすく、その結果風下斜面の吹きだまりにショックを与え、ナダレの引き金と表
■■●●●●

るととが多い。逆に、吹きだ室，雪のナダレ（深層からのナダレ、全層ナダレなど）に引きずられて雪

庇が崩落する例も少なくたい｡要するに、雪庇のついている斜面には吹きだまり雪も多いので、雪庇はナ

ダレの危険を示す一つの指標であると考えられる。

左斡古い雪庇はその下に雪洞を堀っても崩れないこともあり、たとえ崩落してもナダレを発生させたとえ崩落してもナダレを発生させ

ない例が多い。

－９－



Ｅ

1．ナダレにも国籍がある

－ヨーロッパアルプスと日本のナダレー

スイス、オーストリアの充実した統計資料によって、ヨーロッパアルプスと日本のナダレを比較する

場合次のような違いを考慮に入れなければならない。

ｓ

ｏ～１ｍの深さでは平均救出時間は１６０分で８０分以内に発見されたものは７％しかない。

（１）スイスでは

①傾斜２８｡～４５。で最多発。

②風下斜面、かつ日の当らない斜面に９０％の事故が起きている（

③雪の多い年には谷沿いの人家や、施設にナダレ被害が多く、

雪の少い年にスキーヤーのナダレ事故が多い（これはスキー

ヤーに快適な雪の多い斜面は、シモザラメ雪の多い日陰かつ

風下…しやすい所にしか残されてい…)。寺
④９５％は自己誘発が原因。

⑤０～１ｍの深さでは平均救出時間は１６０分で８０分以内に発見

０％の事故が起きている（右下図）

斜面方向とナダレーﾆｰｰｰ■■_←＆＝巴一一▲

Ｉ ナダレ遭難 の 分 析

ｼサージ

－１０－

ナダレ遭難者生死の医学的原因と処置
（１９５８～６７スイス）

埋没 の 深 さ
（スイス）

地 形 気象 登山形態

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス

o森林限界上の障害物のない

所が多い。

o氷河によって作られた大斜

面。

o標高１．６００～３．０００ｍにス

キー場がある。

ｏ大陸性の高圧帯持続

ｏ賄天が２０日以上続くことが

珍しくなく、日の当らない斜

面に霜が発達し、この上に降

雪があった時にナダレを生じ

やすい。

ｏ高所までリフト、小屋が完

備しているので知識の浅い

スキーヤーの事故が登山者

よりはるかに上まわってい

る 。

日
本

o森林限界内が大半

o比較的複雑、急峻な尾根や

沢が多い。

ｏモンスーン型（冬の季節風）

o暴風雪の最中にナダレを生ず

ることが多い。

ｏ幕営中、行動中の登山者が

ナダレに遇うことが多い。



(2)オーストリアでは

①６０～９５％は自己誘発が原因

・己誘霊‘．件…{;:鴬

・総尭生"件…{霊鴬
②雪の多い年は谷沿いの村や施設の被害が多く､少ない年は登山者､スキーヤーの事故が多い。

③右図のようにナダレに遇っても救助隊や犬に発見される例が多い力､それ以上に同パーティ内

②雪の多い年は谷沿いの村や施設の被害が多く‘

③右図のようにナダレに遇っても救助隊や犬に

で救出されている事実が注目に値する。

(3)日本では

①発生時間に一定の傾向は特にみあたらない。

条件さえそろえば、行動中は常にナダレの可能

性があると言える。また夜間、幕営中にナダレ

に遇っている例も多い。

②季節的には、２月（本州）～３月（北海道）

が自然ナダレの一番多い時期である。

１１ １２ １ ２ ３ ４ ５ 不明 計

北海道 ０ １１ ９ ６ １０ １０ １ ０ ４７

東北 ０ ０ １３ ２４ １５ ８ ０ １ ６１

北 陸 １ ５ ６ ２１ ８ ４ ０ ０ ４５

他 ２ ０ ３ ９ ７ ０ ０ ０ ２１

計 ３ １６ ３１ ６０ ４０ ２２ １ １ １７４

昭和４８／４９年冬雪崩カードより

（新聞記事を含んでいるので平地のナダレの資料

が多い。）（秋田谷、山田１９７４）

③登山者、スキーヤーの場合の事故件数は入山

者の数に比例して、１２～１月の冬休み、３月

２０日前後の春休み、５月のゴールデンウイー

クにナダレ件数が多い。ナダレの巣に沢山の人

間が入る時期に、ナダレ事故がおきている。

－１１－

６２件のナダレ事故の救出方法
（オーストリア）

北海道ナダレ分布図

（昭和４８／４９年冬）

※との図は、被害報告のあったナダレによ

る。（秋田谷１９７４）



7５

⑤斜面方位別のナダレの傾向は、統計

資料はまだ少いが、南斜面に最も件数

が多いようである。

、2場省

ヨーロッパでは救助隊が活願している上
●●●●●●●●●●●●●●●●●

に、同じ遭難パーティのメンバーに救出さ
■●●●

れている事実に注目し７５ﾐければならない。

日本の場合、このよう左例は確かに少ない。日本の場合、このよう左例は確かに少ない。次のグラフのように、ナダレで即死する人は遭難者の２割

だけで、半数は１ｍの深さにいれば１時間は生存している。しかし統計は平均値にしかすぎず、非常に

長時間生存している例もあることを忘れてはいけない。そこで生存者は救出をすぐにあきらめてはいけ

ない。

生
存
率
（
％
）

２５

100

④見通し角１８。（水平距離と標高差の比が約３：１）以上あると統計的に危険とされている、し

かし異常暖気と豪雨、地震、爆発の震軌人間が狭い地域に多く入るなどすると非常に緩い斜面で

もナダレは発生する。

ナダレ発生地点毎、△擁ローーーニＥ－Ｌｎ.ロ－－－一▲一・－－．．－｡

１ ２３

埋没時間（時）

ナダレ埋没時間と生存率の関係（スイス）

5０

０

北海道において、何人もの尊い生命がナダレによって失われた。ここでは、１９７４年までの道内におけ

る死亡者を出したナダレ遭難のうち､現在判明している登山者､山スキーヤーのものだけをまとめた(スキー場のナ

ダレ遭難は除外）。このほか生還できた事故例はかなりの鼠があると思われる承その研究は今後の課

題である。

表は「雪崩情報センター」（北大低温科学研究所秋田谷博士）提供の資料をもとに、遭難報告書、

新聞記事、天気図などから作成した。

４

ことば

４２人の刻んだ事例

一北海道における登山者、山スキーヤーのナダレ死亡事故一

２．

－１２－






























































